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成 果 の 概 要 

 

【背景・目的】 

Web での情報発信や知的活動の隆盛に伴い，人間関係把握に対するニーズが

高まっている．一方で，ソーシャルメディアを含めた Web 自体の複雑化に連動

して，人間関係の把握困難化が進んでいる．特に，人間関係の影響要素の多様

性と人間関係の可変性への対応が重要になっている．本プロジェクトでは，影

響要素の複合性に対応し得る人間関係ネットワーク可視化システムの開発に取

り組んだ． 

 

【方法】 

本研究は，主に以下の手順により遂行した． 

・人間関係ネットワークの実際様態分析 

・可変性を考慮した人間関係ネットワークの動的抽出手法の設計 

・可視化システムの設計，プロトタイプの実装 

・検証実験・知見集約 

 

【成果】 

Web 上の実際の人間関係を精査し，介在する「関係要因」と「人間関係ネッ

トワーク自体の変化の様子」を丁寧に観察・整理した．分析結果に基づいて，

人間関係ネットワークをその可変性を考慮して動的に抽出する手法の設計に取

り組んだ．その上で，可視化システムの設計・開発に取り組んだ． 

結果として，Web 上のデータ収集から，影響要素分析，人間関係ネットワー

ク生成・視覚化までを担うシステムのプロトタイプを実装し，注目する関係要

因等に応じて人間関係ネットワークを動的に可視化する方法について道筋を示

すことができた．また，プロトタイプを用いた実験を行い，基本的な有効性を

検証した．あわせて，抽出過程における個々の分析精度と全体的な視覚化の成

否の兼ね合いなどの知見を得ることができた． 

 既存手法では静的な分析に止まり，変化の把握に十分対応できなかった Web

上の人間関係把握について，影響要素の違いや時間経過等による可変性を考慮

した可視化の可能性を示すことができた 
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